




令和 7 年度（第 48 期）事 業 報 告 書

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
ここに当社、令和７年度第 48 期の事業概要について、ご報告申し上げます。
当社は、昭和 53 年５月４日に高槻市唯一の第三セクター会社として設立され、主要業務で
ある JR 高槻駅前広場の管理受託業務、損害保険会社６社の代理店業務、再開発ビルのグリー
ンプラザたかつき１号館、３号館のビル管理業務、高槻都市開発グループとして高槻市の指
定管理施設「前島熱利用センター」業務及び JR 高槻駅南地区周辺地域の駐輪施設事業を長年
に亘り実施し、信頼と信用を培ってまいりました。
平成 21 年 12 月からは、高槻市中心市街地活性化協議会の事務局として中心市街地都市機
能の充実と発展にむけ活動してまいりました。
その結果、JR 高槻駅南地区の再開発事業について、令和６年２月に、再開発組合の設立を
念頭に「JR 高槻駅南地区再開発準備組合」が設立されました。同年６月より準備組合におい
て事業化検討パートナーを募集され、12 月には JR 西日本不動産開発株式会社を代表とした
グループ企業をパートナーとして選考され、令和７年２月の準備組合の臨時総会において承
認されました。総会では、事業協力の内容等について定める「JR 高槻駅南地区市街地再開発
事業に係る事業化検討支援に関する基本協定書」及び資金立替の内容等を定めた「JR 高槻駅
南地区市街地再開発事業の事業化検討支援に係る資金立替に関する覚書」締結について承認
されました。
令和６年度の総会では、再開発組合設立を令和 11 年度、工事着工・解体開始を令和 13 年
度と計画されていましたが、令和７年度通常総会において再開発組合設立を令和 13 年から 14
年度、工事着工・解体開始を令和 15 年から 16 年度と計画変更が報告されました。
当社が担うグリーンプラザたかつき１号館、３号館、駅前広場の管理業務などは、再開発
の動きに密接に関連することから、今後も適宜適切に対応するとともに、区分所有者として
事業に協力してまいります。
以上の状況下、令和７年度（第 48 期）事業の業務運営概要についてご報告申し上げます。

【JR 高槻駅前広場の管理受託業務】
JR 高槻駅前広場管理受託業務は、JR 高槻駅南側・北側の駅前広場、南北人工デッキ、地下
通路、南北公衆トイレ及びエレベーター・エスカレーターの昇降機ほか駅周辺の公共施設の
安全管理運営のため、防災センターを拠点とした警備業務、消防・防災業務、清掃業務を「グ
リーンプラザたかつき地区」にて連携をとりながら一体的に、効率的な管理・運営を行いま
した。さらに、受託業務では警備員による24時間体制での巡回により、万全を期しております。
令和７年度は、JR 高槻駅北側と南側で高槻市発注の密閉型喫煙所の工事が、令和８年１月
から始まり３月に供用開始となり、その喫煙所の解錠及び施錠の業務が追加となりました。
また、JR 高槻駅北及び南の人工デッキに設置されているミストが、７月から９月まで稼働
し熱中症対策に寄与しました。12 月には、恒例の JR 高槻駅南駅前広場にイルミネーション
が点灯され、翌年１月まで行われました。
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【損害保険代理店業務】
損害保険代理店業務は主要保険会社６社と提携し高槻市やその他関係団体、一般企業、個
人にいたるまで幅広いお客様を対象に様々なニーズに応え、誠心誠意、サービス提供に努め
ております。
令和７年度は、昨年度に引き続き長期火災保険の満期契約締結や新規契約を獲得すること
により保険料を増収させることができました。また、これからの代理店体制整備の取り組み
として令和８年３月 31 日付にて「AIG 損害保険株式会社」との代理店業務委託契約を解約し
ております。
これからも保険業界全体として厳しい状況が続きますが、今後も顧客のニーズをしっかり
把握し、顧客に寄り添ったサービスを最大限提供し、総力を挙げて取り組んでまいります。

【ビル管理業務】
グリーンプラザたかつき１号館につきましては、令和６年度に引き続き冷温水発生機の燃
焼部分部品及び運転制御盤の交換工事を行いました。また、冷温水ポンプ、冷却水ポンプ、
２階南系統空調機の分解整備工事、各所排気ファンモーターの分解整備、交換を行いました。
グリーンプラザたかつき３号館につきましては、冷温水発生機の運転制御盤及び真空電気
制御部品交換工事を行いました。また、高圧受電設備の耐用年数を迎えました負荷開閉器 10
台及び付属するヒューズ関係の交換工事を行い、高圧真空遮断機１台を交換しました。
再開発工事着工・解体工事の計画が令和 15 年から 16 年となり、今後の再開発の計画を注
視しながら、冷温水発生機等の設備機器について耐用年数を延ばして行けるよう、無駄の無
い管理業務を続けてまいります。

【指定管理施設クリンピア前島管理運営業務】
高槻市立前島熱利用センター（クリンピア前島）の指定管理事業は、令和７年度が５年目
となる最終年度で、当社高槻都市開発㈱が代表者で㈱アクアティック、近鉄ファシリティー
ズ㈱の３社でグループを構成し、施設の運営管理を担っています。
令和７年度は、誰もが安全、快適に施設を利用していただくため、「施設に通い易い環境」、「施
設に来ていただいてからの環境」の両面で、高齢者から乳幼児むけのサービスまでバラエティ
に富んだ企画運営に取組み実施しました。
施設利用者数としては、４月～９月の上半期では前年度との対比で 5,218 人の増で 55,496
人となり、10 月～３月の下半期では、10 月の施設設備定期点検に合わせ、高槻市発注の館内
トイレの改修工事、プール槽内タイルの貼替、汚水・揚水ポンプ交換などの施設整備工事で、
11 日間の休館日となりましたが、前年度下半期の各月と比較すると微増ながら 41,457 人とな
り指定管理者として目標にしていた年間入館者数９万人に届き、今年度は 96,953 人で前年度
より 7,245 人増加しました。
今後も、引続き入館者が安心で安全にご利用いただけるよう、地域貢献と健康増進に役立
つ施設運営に努めてまいります。

【駐輪施設事業】
令和７年度の駐輪施設事業は、12 月まで 966 台（内バイク 107 台）、駐輪精算機 11 台にて
利用者に優しく安全にご利用いただけるよう管理運営しておりましたが、JR高槻駅南のグリー
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ンプラザたかつき３号館北側で、高槻市発注の喫煙室の工事が令和８年１月から始まり、工
事により駐輪機 31 台を撤去しました。喫煙室供用後は駐輪機６台を復旧し、最終的に 25 台
の駐輪機が少なくなり、現在 941 台（内バイク 107 台）での管理運営をしております。
人が集中する春・夏休暇の時期、年末などの繁忙期においても施設利用者に対して現場ス
タッフが適切に対応することで、整然とした駐輪環境が維持されております。
当施設の駐輪機は、３時間以内の無料利用台数が前年度より増加し、有料利用台数が減少
し収益も減少しました。JR 高槻駅周辺に比較的安価な私設の有料駐輪施設が散見され、一部
の通勤・通学者の方が、その施設を利用されたのも収益減少の要因と考えられます。
このような状況下ですが、駐輪機の年間平均回転率は 396％と 300％台を堅持しており、ま
た年間利用台数では前年度を上回り 139 万台となりました。
グリーンプラザたかつき駐輪施設事業は、引き続き JR 高槻駅南地区周辺の放置自転車・不
法駐輪対策として、また中核市である高槻市の玄関口にふさわしい整然とした駐輪環境の確
保により、駅前広場としての景観維持に貢献してまいります。
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（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

科　　　　　目 金　　　　額 科　　　　　目 金　　　　額

【流 動 資 産】 【 353,494,577 】【流 動 負 債】 【 49,375,201 】

現 金 及 び 預 金 334,731,999 未 払 金 7,539,201

未 収 入 金 15,344,988 前 受 金 456,877

立 替 金 2,657,117 預 り 金 36,270,223

前 払 費 用 760,473 未 払 法 人 税 等 2,735,300

【固 定 資 産】 【 36,189,442 】 未 払 消 費 税 2,373,600

（有形固定資産） （ 30,999,602 ）【固 定 負 債】 【 5,806,000 】

建 物 10,329,824 預 り 敷 金 5,806,000

什 器 備 品 6,043,797 負 債 の 部 計 55,181,201

土 地 26,110,896 純  資  産  の  部

建物減価償却引当金 △ 6,552,850 【株 主 資 本】 【 334,506,318 】

什器備品減価償却引当金 △ 4,932,065 〔資　   本　   金〕 〔 100,000,000 〕

（投資その他の資産） （ 5,189,840 ） 〔 利 益 剰 余 金 〕 〔 234,506,318 〕

出 資 金 50,000 利 益 準 備 金 1,000,000

退 職 年 金 積 立 金 5,139,840 （その他利益剰余金） ( 233,506,318 )

【繰 延 資 産】 【 3,500 】 繰 越 利 益 剰 余 金 233,506,318

繰 延 資 産 3,500 純 資 産 の 部 計 334,506,318

資 産 の 部 計 389,687,519 負債・純資産の部計 389,687,519

　貸 借 対 照 表　
（令和 8 年 3 月 31 日現在）
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（単位：円）

科　　　　　　　　　　目 金 　　　　　　　　　　額

【 売　　 上　　 高 】

管 理 受 託 料 61,459,740

保 険 手 数 料 9,897,304

家 賃 収 入 3,613,200

ビ ル 管 理 手 数 料 19,580,000

前 島 管 理 手 数 料 3,168,106

施 設 管 理 料 3,854,916

駐 輪 事 業 収 入 63,033,932 164,607,198

売 上 総 利 益 164,607,198

【一　般　管　理　費】 141,843,408

営 業 利 益 22,763,790

【営　業　外　収　益】

受 取 利 息 645,884

雑 収 入 2,706,312 3,352,196

経 常 利 益 26,115,986

税 引 前 当 期 純 利 益 26,115,986

法人税、住民税及び事業税 6,976,720

当 期 純 利 益 19,139,266

　損 益 計 算 書　

（  自　令和７年４月   1 日 
　   至　令和８年３月 31 日 ）
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（単位：円）

株 主 資 本

評価・換算
差 額 等
合 計

新 株
予 約 権

純 資 産
合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金
自 己
株 式

株 主 資 本
合 計資 本

準 備 金
そ の 他
資本剰余金

利 益
準 備 金

その他利益
剰 余 金

当 期 首
残 高 100,000,000 1,000,000 214,367,052 315,367,052 315,367,052

当 期
変 動 額

当 期
純 利 益 19,139,266 19,139,266 19,139,266

当期変動額
合 計 19,139,266 19,139,266 19,139,266

当 期 末
残 高 100,000,000 1,000,000 233,506,318 334,506,318 334,506,318

（単位：円）

利 益 剰 余 金 の 内 訳

利 益 準 備 金 繰 越 利 益 剰 余 金 利 益 剰 余 金 合 計

当 期 首 残 高 1,000,000 214,367,052 215,367,052

当 期 変 動 額

当 期 純 利 益 19,139,266 19,139,266

当 期 変 動 額 合 計 19,139,266 19,139,266

当 期 末 残 高 1,000,000 233,506,318 234,506,318

　株 主 資 本 等 変 動 計 算 書　

（  自　令和７年４月   1 日 
　   至　令和８年３月 31 日 ）

　株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 （ 内 訳 ）　

（  自　令和７年４月   1 日 
　   至　令和８年３月 31 日 ）
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　個 別 注 記 表　

（  自　令和７年４月   1 日 
　   至　令和８年３月 31 日 ）

　 この計算書類は、中小企業の会計に関する基本要領によって作成しています。

 1 ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　　固定資産の減価償却の方法

　　　　有形固定資産………すべて定額法　間接法　減価償却引当金にて表示

　　　　無形固定資産………定額法　直接法

　　　　繰 延 資 産………定額法　直接法

　　　収益及び費用の計上基準

　　　　消費税の会計処理………税抜方式で計上している

 2 ．株主資本等変動計算書に関する注記

　　　発行済株式の種類及び総数に関する事項

　　　　発行済株式

　　　　　普通株式（発行済株式）

　　　　　　当期末株式数（発行済普通株式）	 200,000 株

　　　　　合 計（発行済株式）

　　　　　　当期末株式数（発行済株式）	 200,000 株
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監 査 報 告 書 

 

 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの第４８期営業年度の事業

報告書、貸借対照表、損益計算書、株主資本 等変動計算書、個別注記表

及び帳票類を監査した結果、適法かつ正確であることを認めます。 

 

令和８年５月２６日 

 

 

 

高槻都市開発株式会社 

 

 

監査役 

 

 

監査役 

　　監 査 報 告 書　　

高槻都市開発株式会社

　　監 査 役

　　監 査 役
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庶　　務　　事　　項

１．商　業　登　記

・　�令和７年６月 20 日開催の定時株主総会において、任期満了に伴う

取締役７名選任の決議がありました。

　　　　　　取　締　役　　　上　田　昌　彦

　　　　　　取　締　役　　　隈　部　英　幸

　　　　　　取　締　役　　　中　原　一　行

　　　　　　取　締　役　　　松　永　喜　雄

　　　　　　取　締　役　　　坂　本　玉　器

　　　　　　取　締　役　　　吉　田　博　美

　　　　　　取　締　役　　　宮　𦚰　智　幸

　　　　�定時株主総会後の取締役会において、代表取締役に上田昌彦が

就任

（登記　令和７年６月 23 日）

２．株 主 の 状 況

・　株　主　　　　12 名（異動なし）
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前記の通りご報告申し上げます。

大阪府高槻市紺屋町１番１

グリーンプラザたかつき１号館６階

　高槻都市開発株式会社

代表取締役 	 上 　 田 　 昌 　 彦

取 　 締 　 役 	 隈 　 部 　 英 　 幸

取 　 締 　 役 	 中 　 原 　 一 　 行

取 　 締 　 役 	 松 　 永 　 喜 　 雄

取 　 締 　 役 	 坂 　 本 　 玉 　 器

取 　 締 　 役 	 吉 　 田 　 博 　 美

取 　 締 　 役 	 宮 　 𦚰 　 智 　 幸

　 報 　 　 　  告  　 　 　 書　
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